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農
業
が
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
今
後
も
持

続
発
展
で
き
る
よ
う
、
最
終
年
度
を
迎
え
る

「
第
７
次
農
業
振
興
計
画
」「
農
業
・
農
村
実

践
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
た
施
策
・
事
業
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
の
成
果
・
課

題
な
ど
を
検
証
し
「
第
８
次
農
業
振
興
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
番
身
近
な
消
費
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ

ん
へ
収
穫
祭
な
ど
で
の
地
元
農
畜
産
物
の
提

供
を
通
じ
て
信
頼
性
や
安
心
感
を
高
め
、
健

康
づ
く
り
や
食
育
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に

農
業
や
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
生
産
者
が
取
り
組
む
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

人
や
地
域
と

つ
な
が
り
の
あ
る
暮
ら
し

本
年
度
か
ら
第
７
期
「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
が
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
第
６
期
の
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

支
え
あ
い
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
の
理
念
を

継
承
し
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
た
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
増
加
す
る
医
療
費

負
担
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

本
年
度
か
ら
北
海
道
と
市
町
村
が
保
険
者
と

し
て
共
同
運
営
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
脆
弱

（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）な
財
政
基
盤
と
い
う
国
保
制

度
の
構
造
的
な
課
題
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

穏
や
か
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
暮
ら
し

地
域
の
活
力
創
生
を
具
現
化
す
る
た
め
、

第
６
次
総
合
計
画
で
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

準
備
を
進
め
て
い
る
複
合
型
拠
点
施
設
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
潜
在
力
や
地
域
資
源
が
最

大
限
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
施
設
に
配
置
す
べ

き
機
能
や
規
模
、
有
効
な
整
備
手
法
の
検
討

な
ど
、
役
場
内
で
の
協
議
は
も
と
よ
り
町
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
集
約
に
備
え
、
整
備
に
向

け
た
基
礎
調
査
を
進
め
ま
す
。

昨
年
、
内
閣
府
か
ら
認
定
を
受
け
た
地
域

再
生
計
画
に
基
づ
く
「
活
火
山
の
恵
み
と
脅

威
を
活
力
に
～
『
十
勝
岳
』
魅
力
再
発
見
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
の
推
進
で
は
、
本
年
１
月

に
設
立
さ
れ
た
「『
泥
流
地
帯
』
映
画
化
を

進
め
る
会
」
を
核
と
し
て
、
応
援
を
い
た
だ

け
る
方
々
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
、
映
画
化
の
実
現
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

快
適
で
楽
し
く

潤
い
あ
る
暮
ら
し

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク（
美
瑛
・
上
富
良
野

エ
リ
ア
）構
想
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、
認
定

が
見
送
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
審
査
で
示
さ
れ

た
課
題
の
検
証
を
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
を
中
心
に
進
め
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型

の
住
民
主
体
に
よ
る
活
動
に
重
点
を
置
き
、

早
期
の
認
定
を
め
ざ
し
一
層
の
取
り
組
み
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
宝
を
守
り
・
育
み
・

活
用
で
き
る
暮
ら
し

平
成
３１
年
度
を
初
年
度
と
し
て

３１

10
年
間
、

町
政
の
基
本
と
な
る
第
６
次
総
合
計
画
は
昨

年
度
策
定
に
着
手
し
、
本
年
第
２
回
町
議
会

定
例
会
に
基
本
構
想
を
上
程
し
ま
す
。
総
合

計
画
審
議
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
直

接
対
話
に
よ
る
意
見
・
意
向
の
把
握
と
計
画

へ
の
反
映
に
努
め
、
本
年
中
の
完
了
に
向
け

作
業
を
進
め
ま
す
。

誇
り
と
責
任
・
役
割
を

分
か
ち
あ
え
る
暮
ら
し

平成30年度 町政執行方針

我
が
国
の
経
済
状
況
は
緩
や
か
な
回

復
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
に
お
い

て
は
そ
の
変
化
を
実
感
で
き
る
状
況
と

は
言
え
ず
、
経
済
の
好
循
環
に
結
び
つ

く
よ
う
、
町
と
し
て
も
各
種
施
策
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
数
年
実
施
し
て
き
た
学
校
耐
震

改
修
事
業
な
ど
公
共
投
資
に
伴
う
償
還

費
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
継
続
的
な
財

政
需
要
が
想
定
さ
れ
、
今
後
も
中
長
期

的
な
見
通
し
の
も
と
自
治
体
経
営
の
安

定
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
私
が
め

ざ
し
て
い
る
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
念
頭
に
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
実
施

に
対
し
緊
急
性
や
優
先
性
な
ど
を
十
分

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
今
後
見
込
ま
れ

る
財
政
需
要
に
対
す
る
財
源
確
保
の
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

平成30年度予算の内容は、別冊「知っておきたいことしのしごと」をご覧ください。

1月19日に行われた「進める会」の設立総会

昨年7月の三段山登山会

向山富夫町向山富夫町長長
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学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
る
中
、「
人
と
人
と
の
支
え
合

い
」「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
」「
子
ど

も
た
ち
の
主
体
的
な
行
動
」「
優
し
く

人
を
思
い
や
る
心
」
は
本
町
の
教
育
が

め
ざ
す
原
点
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
本
年
度

最
終
年
次
を
迎
え
る
「
上
富
良
野
町
教

育
振
興
基
本
計
画
」「
第
８
次
社
会
教

育
中
期
計
画
」「
上
富
良
野
町
教
育
大

綱
」
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
、
明
る
く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
教
育

行
政
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
総
合
教
育
会
議
を
通
し
て
町

長
と
教
育
委
員
会
が
思
い
を
共
有
し
、

一
体
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
大
切
に
、
平

成
31
年
度
か
ら
の
新
た
な
上
富
良
野
町

教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
に
向
け
現
計

画
の
評
価
と
見
直
し
を
確
実
に
行
い
、

教
育
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、
教

育
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

小
学
校
に
お
い
て
、
新
学
習
指
導
要
領
実

施
に
向
け
て
の
移
行
初
年
度
と
な
る
平
成
３０

年
度
は
、
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
に
留
意

す
る
と
と
も
に
、
２９
年
度
末
に
は
上
富
良
野

西
小
学
校
に
、
３０
年
度
末
に
は
残
り
３
校
に

導
入
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
確

か
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
教
育
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
子
ど

も
た
ち
と
直
接
か
か
わ
る
教
職
員
が
健
康

で
、
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
「
働
き
方

改
革
」
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
超
過

勤
務
や
中
学
校
の
部
活
動
な
ど
教
職
員
の
日

常
の
業
務
を
見
直
し
、
夏
休
み
に
は
「
学
校

閉
庁
日
」
を
設
定
し
ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
国
語
、
算

数
・
数
学
、
理
科
の
平
均
点
が
全
国
平
均
以

上
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
か
ら
の
ス
ム
ー

ズ
な
接
続
、
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム（
※
）へ
の
対

応
な
ど
、
児
童
一
人
ひ
と
り
へ
の
細
や
か
な

支
援
を
図
る
た
め
「
学
習
支
援
員
」
を
上
富

良
野
小
学
校
に
２
人
配
置
し
ま
す
。

全
国
的
に
い
じ
め
や
不
登
校
、
虐
待
、
自

殺
、
体
罰
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題

が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
現
状
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の

相
談
に
電
話
で
応
じ
る
「
か
み
ふ
ら
の
あ
ん

し
ん
ラ
イ
ン
」
に
加
え
、
新
た
に
郵
便
で
の

相
談
に
も
応
じ
る
「
子
ど
も
S
O
S
ミ
ニ
レ

タ
ー
」
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
で
は
上
富
良
野
中
学
校

の
外
構
整
備
と
体
育
館
改
修
、
上
富
良
野
西

小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
、
東
中
小

学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
英
語
・
外
国
語
活
動
の
充
実
に
向
け
た

教
材
備
品
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

※
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
…
新
１
年
生
が
集
団

行
動
で
き
な
い
、
授
業
中
座
っ
て
い
ら
れ

な
い
、
先
生
の
話
を
聞
か
な
い
な
ど
学
校

生
活
に
な
じ
め
な
い
状
態
が
続
く
こ
と

各
種
事
業
と
社
会
教
育
施
設
な
ど
を
活
用

す
る
中
で
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
主
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
町

社
会
教
育
基
本
方
針
に
掲
げ
る
「
豊
か
な
心

と
健
や
か
な
体
を
育
み
、
う
る
お
い
の
あ
る

平成30年度 教育行政執行方針

学
校
教
育
の
推
進

社
会
教
育
の
推
進

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
生
涯
学
習
の
推
進
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
最
終
年
次
を
迎
え
る
「
第
８
次
社

会
教
育
中
期
計
画
」
に
掲
げ
る
６
領
域
８
分

野
16
項
目
の
施
策
を
一
層
推
進
し
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
教
育

機
能
の
充
実
と
連
携
・
融
合
を
進
め
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
推
進
と
し
て
、
マ
イ
プ

ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
な
ど
自
主
的
な

学
習
活
動
へ
の
支
援
と
公
民
館
講
座
の
開
設

を
は
じ
め
、
女
性
学
級
に
よ
る
学
習
機
会
の

提
供
に
取
り
組
む
ほ
か
、
今
年
度
30
周
年
を

迎
え
る
女
性
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
支
援
を

行
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
基
盤
整
備
で
は
社
会
教
育
活

動
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
草
分
分
館（
防

災
セ
ン
タ
ー
）の
外
壁
・
屋
根
塗
装
、
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
側
の
ト
イ
レ

改
修
と
屋
上
防
水
工
事
な
ど
を
実
施
し
、
安

全
で
安
心
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
抜
粋
で
す
。
全
文
は
町
の
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
役
場
1
階
町
政
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スポーツ推進委員会による町民歩こう会

服部久和教育服部久和教育長長

地産地消についての総合学習（上富良野小）

貨 広報かみふらの２０１8.4



遊びにおいで遊びにおいでよよ
子どもセンタ子どもセンターー

子どもセンターで子どもセンターではは年齢に応じたさまざまな楽年齢に応じたさまざまな楽しし
いメニューをご用意して妊娠期からの子育てを支いメニューをご用意して妊娠期からの子育てを支援援
していますしています。。「「子どもとの遊びを知りた子どもとの遊びを知りたいい」」「「ママママ
友がほし友がほしいい」」など、気軽にご利用ください。など、気軽にご利用ください。

問合せ 子どもセンター問合せ 子どもセンター 拶拶盈盈65016501

☆は事前に利用登録が必要です

楽しい楽しいよよ!!!!

にこにこ赤ちゃん

対象 妊婦さん、2～4カ月の赤ちゃんと家族

開催 月1回（木曜日） 13：30～15:00
内容 出産から育児へと変わり戸惑いや不安も多いで
すが、赤ちゃんの笑顔にいやされる時期です。赤
ちゃん体操や助産師のおっぱいケア、出産時の体験
談などで楽しいひととき過ごしましょう

ぴよぴよ☆

対象 7カ月までのお子さんとその家族

開催 毎週水曜日 13:30～15:00
内容 寝返りからずりばいへと運動量が増え、好奇心
が芽生えるこの時期。声かけや絵本の読み聞かせな
ど、ぴよぴよ期の成長を一緒に楽しみましょう

みんなおいで

対象 0歳から就学前までのお子さんとその家族

開催 毎週火曜日 10:00～11:30
内容 いろいろな年齢のお友だちと仲良く一緒に遊ん
だり、親子で楽しくふれあいましょう。絵本の読み
聞かせも行いますよ

マタニティ教室「いきいきパパ・ママ」

対象 妊婦さんとその家族（妊婦相談時にご案内）

開催 月1回（水曜日） 13:30～15:00
内容 妊婦さん同士のおしゃべりや、保育士・助産師
などのお話、マタニティヨガで妊娠期もいきいきと
過ごしましょう。パパの妊婦体験もおすすめです

よちよち☆

対象 0～1歳のお子さんとその家族
開催 毎週月・水曜日のいずれか1回 10:00～11:30
内容 同年齢での交流や親子のふれあい遊び、絵本の
読み聞かせのほか、1年を通して屋外での活動など
も楽しみます。2歳以上の同伴児も参加できます

1歳お誕生会

対象 1歳のお子さんとその家族
開催 月1回 9:30～受け付け 10:00～約1時間
内容 お子さんの手形を取ったり、ゲームやふれあい
遊びなどで一緒に楽しみます。子育て支援ごみ袋交
付事業として有料ごみ袋を無償で交付します

あそびのひろば☆

対象 2歳以上のお子さんとその家族
開催 毎週木曜日 10:00～11:30
内容 体操、ボール遊び、手遊び、紙芝居、絵本の読
み聞かせのほか、1年を通して屋外での活動なども
楽しみます。2歳以下の同伴児も参加できます

親子教室「すまいる」

対象 3歳までのお子さんと保護者（1歳半健診で案内）
開催 毎週火曜日 9:30～11:00
内容 週1回で1クール8回。約10人以内のグループで
親子遊びを楽しみます。子育てミニ講座も！

ひよこ学級

対象 発達が気になるお子さんと保護者
開催 月～金曜日 週1～2回 1時間/回
内容 個別指導でお子さんの発達をサポートします。
早期・適期のサポートが有効です。事前に発達相談
を行い、お子さんに応じた指導計画で支援します

親子で参加す親子で参加するる

楽しいわくわく事楽しいわくわく事業業

広報かみふらの２０１8.4 迦
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就学前のお子さんと保護者が自由

に遊べるお部屋です。

況なかよしサロン
場所 子どもセンター

（大町3丁目2番22号）

利用日 月～金曜日

時間 8時30分～17時

況かみんプレイルーム
場所 保健福祉総合センターかみん

（大町2丁目8番4号）

利用日 年末年始を除く毎日

時間 8時30分～21時

況泉栄子育てサロン
場所 泉栄防災センター

（泉町1丁目5番1号）

利用日 月～土曜日

（祝日、年末年始を除く）

時間 10～17時（12～13時は昼休み）

※毎月2回金曜日（不定期）には子ども

センターのスタッフ

が出向き、手遊びや

絵本の読み聞かせな

どを行います

※
利
用
者
都
合
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、

利
用
料
は
返
却
し
ま
せ
ん

利
用
申
込
み

利
用
前
日
ま
で
に
実
施
施
設

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
利
用
状
況
に
よ
り
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
込
み
は
早
め
に
願
い
ま
す

利
用
上
の
お
願
い

・
各
年
度
の
初
回
利
用

時
に
、
家
庭
調
査
や

食
事
ア
レ
ル
ギ
ー
調

査
な
ど
を
提
出
い
た

だ
き
ま
す

・
当
日
の
健
康
状
態
に
よ
り
利
用
を
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
保
育
中
に
事
故
や
け
が
、
発
熱
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
、
状
態
に
よ
り
迎
え
に
来
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
保
育
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
場
合
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

拶
盈
６
９
８
７

子どもセンターの食育サロンの改

修工事が終了し４月から利用できる

ようになりました！ 快適な環境で

親子の食事場所として、また食育推

進にも活用していきます。利用を希

望する場合は子どもセンターへお問

合せください。

「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
」
な
ど
発
達
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
盈
９
９
９
９

司
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
事
前
登
録
必
要
）

子
ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
、
講
習
を

受
け
た
サ
ポ
ー
タ
ー
が
お
手
伝
い
。
４
月
か

ら
病
児
・
緊
急
時
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ふ
ら
の

拶
盈
6
9
6
6

司
育
児
サ
ー
ク
ル
と
子
育
て
ネ
ッ
ト

町
内
で
は
7
つ
の
育
児
サ
ー
ク
ル
が
自
主

的
に
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
各
サ
ー
ク
ル
会

員
と
個
人
会
員
で
構
成
す
る
子
育
て
ネ
ッ
ト

「
く
る
く
る
」
で
は
子
育
て
を
頑
張
る
マ
マ

た
ち
が
活
発
に
自
主
活
動
し
、
楽
し
く
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
救
急
救
命
講
習
の
ほ
か
、
マ
マ
た
ち

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

拶
盈
６
５
０
１

食育サロン食育サロンがが
リニューアリニューアルル

司
育
児
相
談

育
児
の
疑
問
、
心
配
ご
と
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
盈
６
５
０
１

司
発
達
相
談（
事
前
登
録
必
要
）

「
言
葉
が
遅
い
」「
落
ち
着
き
が
な
い
」 ファミリー・サポート・センターの託児

一
時
預
か
り
事
業
も
あ
り
ま
す
！

「
体
調
が
悪
い
」「
通
院
や
買
い
物
な
ど
用

事
を
足
し
た
い
」
と
い
う
と
き
は
一
時
預
か

り
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時

月
～
土
曜
日
の
８
～
17
時
17

30
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

実
施
施
設

・
認
定
こ
ど
も
園
上
富
良
野
高
田
幼
稚
園

拶
盈
２
４
４
６

・
わ
か
ば
中
央
保
育
園

拶
盈
２
０
７
４

・
わ
か
ば
愛
育
園

拶
盈
２
８
０
３

・
上
富
良
野
西
保
育
園

拶
盈
４
０
７
２

対
象
児
童

町
内
に
在
住
す
る
６
カ
月
～
就

学
前
の
集
団
保
育
が
可
能
な
児
童

利
用
料

１
時
間
ま
で
５００
円
、
2
時
間
ま
で

１
千
円
、
4
時
間
ま
で
１
千
５００
円
、
4
時

間
超
３
千
円
。
ほ
か
に
実
費
と
し
て
給
食

３００
円
、
お
や
つ
１
回

３００

５０
円

支
払
方
法

利
用
施
設
に
事
前
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い

利用時間 8時30分～17時

※食育サロンのほかにトイレもリ

ニューアル。設計、工事、備品に

ついては、防衛省特定防衛施設周

辺整備調整交付金事業を活用し実

施されました

遊びの広遊びの広場場
子育てサロ子育てサロンン

頑
張
る
マ
マ
を
応
援
し
ま
す
！
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胸
退
職

冨
士
原
か
お
り

東
中
小
学
校

胸
転
入（
４
月
１
日
付
）

▽
校
長

田
畑
幹
夫（
上
富
良
野
町

立
上
富
良
野
小
学
校
教
頭
）

▽
養

護
教
諭

長
濱
早
映（
新
採
用
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
校
長

有
倉
和
彦（
枝
幸
町
立
風

烈
布
小
学
校
校
長
）

▽
養
護
教
諭

小
林
幸
枝（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
小
学

校
）

上
富
良
野
中
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
校
長

中
川
季
賢（
旭
川
市
立
愛

宕
中
学
校
）

▽
志
田
智
迪（
士
別
市

立
士
別
南
中
学
校
）

▽
荒
川
航
助

（
南
富
良
野
町
立
南
富
良
野
中
学
校
）

▽
小
杉
尚
美（
東
神
楽
町
立
東
神
楽

中
学
校
）

▽
平
由
佳（
東
川
町
立
東

川
第
三
小
学
校
）

▽
高
井
幸
倫（
美

瑛
町
立
美
瑛
中
学
校
）

▽
佐
渡
博

（
旭
川
市
立
愛
宕
中
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
森
田
喜
美
江（
名
寄
市
立
風
連
中

学
校
）

▽
寺
林
恵
子（
旭
川
市
立
緑

が
丘
中
学
校
）

▽
神
谷
和
廣（
比
布

町
立
比
布
中
学
校
）

▽
上
原
る
み

（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
中
学
校
）

▽

石
原
美
香（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
中
学

校
）

胸
退
職

校
長

塚
澤
栄
一

幹
）

▽
総
務
課
基
地
調
整
・
危
機

管
理
室
長

谷
口
裕
二（
教
育
振
興

課
社
会
教
育
班
主
幹
）

▽
町
民
生

活
課
税
務
班
主
幹

星
野
耕
司（
同

課
総
合
窓
口
班
主
幹
）

▽
町
民
生

活
課
総
合
窓
口
班
主
幹

長
岡
圭
一

（
同
課
税
務
班
主
査
）

▽
町
民
生
活

課
自
治
推
進
班
主
幹

床
鍋
の
ぞ
み

（
総
務
課
総
務
班
主
幹
）

▽
保
健
福

祉
課
福
祉
対
策
班
主
幹

武
山
義
枝

（
同
課
福
祉
対
策
班
主
査
）

▽
保
健

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
主
幹

進
藤

政
裕（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
次
長
）

▽
企
画
商
工
観
光
課
企
画
政
策
班
主

幹

野
寺
龍
二（
町
民
生
活
課
自
治

推
進
班
主
幹
）

▽
企
画
商
工
観
光

課
商
工
観
光
班
主
幹

上
嶋
義
勝

（
総
務
課
総
務
班
主
査
）

▽
企
画
商

工
観
光
課
地
域
活
性
化
担
当
主
幹

浦
島
啓
司（
同
課
企
画
政
策
班
主
査
）

▽
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班
主
幹

眞
鍋
一
洋（
総
務
課
基
地
調
整
・
危

機
管
理
室
長
）

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
次
長

鎌
田
理
恵（
保
健
福
祉

課
高
齢
者
支
援
班
主
幹
）

▽
町
立

病
院
次
長

狩
野
絹
枝（
町
立
病
院

主
査
）

胸
派
遣

▽
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長

角
波
光
一（
企
画
商
工
観
光

課
商
工
観
光
班
主
幹
）

胸
退
職

▽
藤
田
敏
明（
会
計
課
長
）

上
富
良
野
小
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
教
頭

高
舘
正
司（
上
富
良
野
町

立
上
富
良
野
西
小
学
校
教
頭
）

▽

松
木
梢（
名
寄
市
立
名
寄
西
小
学
校
）

▽
宗
像
誉（
旭
川
市
立
高
台
小
学
校
）

▽
日
比
野
優（
旭
川
市
立
北
光
小
学

校
）

胸
昇
任（
4
月
１
日
付
）

▽
主
幹
教
諭

中
田
祐
二

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

田
畑
幹
夫（
上
富
良
野
町

立
東
中
小
学
校
校
長
）

▽
田
中
健

児（
旭
川
市
立
忠
和
小
学
校
）

▽
熊

谷
晶
子（
旭
川
市
立
東
光
小
学
校
）

上
富
良
野
西
小
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
教
頭

長
谷
一
哉（
鷹
栖
町
立
北

野
小
学
校
）

▽
田
宮
隆
文（
旭
川
市

立
豊
岡
小
学
校
）

▽
宮
川
尚
久（
旭

川
市
立
神
楽
小
学
校
）

▽
山
形
弓

佳（
旭
川
市
立
東
栄
小
学
校
）

▽
前

川
裕
太
郎（
新
採
用
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

高
舘
正
司（
上
富
良
野
町

立
上
富
良
野
小
学
校
教
頭
）

▽
十

河
俊
輔（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
小
学

校
）

司
教
職
員
人
事

拶
盈
6
6
9
9

※
管
理
職
、
派
遣
、
再
任
用
、
新
規

採
用（
４
月
1
日
付
）と
退
職（
３

月
31
日
付
）の
み
掲
載

▽
会
計
課
長

林
敬
永（
議
会
事
務

局
長
）

▽
町
民
生
活
課
長

北
越

克
彦（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽

保
健
福
祉
課
長

鈴
木
真
弓（
町
民

生
活
課
長
）

▽
教
育
振
興
課
長

及
川
光
一（
総
務
課
財
政
管
理
班
主

幹
）

▽
議
会
事
務
局
長

深
山
悟

（
企
画
商
工
観
光
課
企
画
政
策
班
主

幹
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

大
谷
隆
樹（
町
立
病
院
次
長
）

▽
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
所
長

北
川
和
宏

（
教
育
振
興
課
長
）

▽
町
立
病
院
事

務
長

北
川
徳
幸（
保
健
福
祉
課
長
）

▽
総
務
課
総
務
班
主
幹

渡
邊
寿
恵

（
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班
主
幹
）

▽
総
務
課
財
政
管
理
班
主
幹

斉
藤

繁（
町
民
生
活
課
収
納
対
策
担
当
主

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

※消防本部、上富良野消防署の該当者はありませんでした

▽
大
石
輝
男（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

所
長
）

▽
山
川
護（
町
立
病
院
事

務
長
）

▽
野
原
美
紀
子（
保
健
福
祉

課
福
祉
対
策
班
主
査
）

▽
菅
原
訓

（
町
立
病
院
主
任
物
療
技
師
）

胸
再
任
用

▽
企
画
商
工
観
光
課

山
川
護

▽
町
立
病
院
物
療
技
師

菅
原
訓

胸
新
規
採
用（
写
真
右
下
か
ら
）

▽
総
務
課

信
田
勇
気

▽
農
業
振

興
課

樋
口
祐
亮

▽
町
立
病
院

松
田
実

（
写
真
右
上
か
ら
）

▽
町
民
生
活
課

真
鍋
莉
奈

▽
保

健
福
祉
課

足
立
裕
美

▽
教
育
振

興
課

菱
川
み
ゆ

▽
町
立
病
院
看

護
師

河
野
り
さ
こ

▽
町
立
病
院

薬
剤
師

山
岡
聖
弥

人
事
異

人
事
異
動

人人
事
異

人
事
異
動動
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司
町
職
員
人
事

総
務
課
総
務
班拶

盈
6
4
0
0
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突
然
の
継
承
に
備
え
る

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

２/２6

自
然
の
息
吹
を
感
じ
よ
う

江
花
・
東
中
フ
ッ
ト
パ
ス

２/２４Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
野
山
人

に
よ
る
フ
ッ
ト
パ
ス
が
町
内
２
カ
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

２
月
２４
日
の
公
民
館
江
花
分
館
周
辺
で
の

「
江
花
の
森
粉
雪
フ
ッ
ト
パ
ス
」
に
は
17
人

が
参
加
。
案
内
人
の
井
上
文
雄
さ
ん
か
ら

「
柏
の
木
は
新
芽
が
出
る
ま
で
葉
が
落
ち
な

い
の
で
、
跡
継
ぎ
が
絶
え
な
い
と
い
う
意
味

の
縁
起
物
と
し
て
、
端
午
の
節
句
に
は
柏
餅

を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
解

説
が
あ
っ
た
ほ
か
、
最
後
に
は
雪
で
作
っ
た

い
す
と
温
か
い
飲
み
物
が
用
意
さ
れ
た
「
ス

ノ
ー
カ
フ
ェ
」
で
一
服
。
参
加
者
か
ら
は

「
木
々
の
説
明
も
楽
し
く
、
朝
か
ら
準
備
し

て
く
れ
た
ス
ノ
ー
カ
フ
ェ
に
も
感
動
し
ま
し

た
」
と
満
足
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

最
適
な
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

と
は
!?

子
育
て
講
演
会

３/４

「
子
育
て
を
支
え
る
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講

演
会
」
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
関
係
者
な
ど
４６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
育
児
情
報
誌
「
ｍ
ｉ
ｋ
ｕ
」
の
高

祖
常
子
編
集
長
は
、
生
活
環
境
は
変
化
す
る

た
め
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
そ
の
時
々
に

最
適
な
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
と
話
し
「
仕
事
と
子
育
て
の
合
間
に

地
域
で
の
活
動
や
趣
味
の
時
間
な
ど
も
取
り

入
れ
る
と
生
活
が
楽
し
く
な
る
。
上
手
に
時

間
を
作
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
り
入
れ
て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

参
加
し
た
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
子
育
て
優
先
で
あ
き
ら
め
て
い
た
こ

と
に
も
、
時
間
を
や
り
繰
り
し
て
挑
戦
し
て

み
ま
す
！
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
北

原
慎
一
郎
統
括
責
任
者
を
講
師
に
、
産
業
賑

わ
い
協
議
会
に
よ
る
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
が

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
内
で
は
担
い
手
不
足
な
ど
か
ら
経
営
移

譲
が
進
ん
で
い
な
い
一
方
で
、
町
内
で
は
親

族
間
で
の
移
譲
が
多
く
見
ら
れ
る
実
態
を
踏

ま
え
、
父
親
の
急
死
に
よ
り
２２
歳
の
若
さ
で

会
社
を
引
き
継
い
だ
経
験
か
ら
、
突
然
の
事

業
継
承
の
難
し
さ
な
ど
を
説
明
。「
普
段
か

ら
継
承
時
期
な
ど
に
つ
い
て
話
す
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
」
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

お互いのワークライフバランスを紹介

突然の事業継承の難しさを語る北原講師

３
月
25
日
に
は
東
中
地
区
で
「
春
の
訪
れ

ベ
ベ
ル
イ
川
フ
ッ
ト
パ
ス
」
が
行
わ
れ
、
30

人
が
川
沿
い
の
４
km
を
歩
き
ま
し
た
。

ミ
カ
ン
科
の
樹
木
、
キ
ハ
ダ
の
前
で
は
内

皮
が
胃
腸
に
効
く
漢
方
薬
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
実
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
シ
ケ
レ

ペ
」
と
呼
ば
れ
、
香
辛
料
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
と
の
説
明
が
あ
り
、
口
に
し
た
参
加
者

は
「
ほ
ん
と
だ
。
辛
く
て
コ
シ
ョ
ウ
み
た
い
」

と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
陽
気
も
手
伝
っ
て
土
か
ら
顔

を
出
し
た
ば
か
り
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
、
き
れ

い
な
雪
解
け
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
場
所
で

ク
レ
ソ
ン
摘
み
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
休
憩
ポ

イ
ン
ト
で
は
事
前
に
周
辺
で
採
取
し
た
カ
エ

デ
の
樹
液
を
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
で
一
息
。

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
猫
の
し
っ
ぽ
の
よ
う

な
ふ
わ
ふ
わ
の
毛
に
包
ま
れ
た
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

の
花
穂
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

雪をこいで春を探した江花フットパス

たくさんの春を見つけたベベルイ川フットパス
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こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

悩

み
に
耳
を
傾
け
自
殺
予
防

3/１６富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
久
田

茂
精
神
保
健
福
祉
士
と
富
良
野
保
健
所
の
六

田
一
典
保
健
師
を
講
師
に
迎
え
、
こ
こ
ろ
の

健
康
講
座
「
孤
立
さ
せ
な
い
～
心
と
い
の
ち

を
見
守
る
た
め
に
～
」
が
保
健
福
祉
総
合
セ

自
然
の
不
思
議
を
体
感

上
富
良
野
高
校
課
外
授
業

3/１９

生
命
の
貯
蓄
体
操
で
健
康

な
毎
日
を
送
ろ
う
！

3/８

国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
道
北
総

支
部
の
工
藤
晴
美
支
部
長
を
講
師
に
、
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
命
の
貯
蓄
体
操
は
へ
そ
の
下
を
意
識
し

て
深
く
呼
吸
す
る
「
丹
田（
た
ん
で
ん
）呼
吸

法
」
と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
自
律
神
経
の
安
定
と

血
行
を
促
し
、
内
臓
の
働
き
を
活
性
化
。
冷

え
症
や
不
眠
症
の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

講
師
は
「
ま
ず
は
呼
吸
を
意
識
し
て
。
ス

ト
レ
ッ
チ
に
は
集
中
し
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

が
心
地
よ
く
な
る
と
こ
ろ
ま
で
伸
ば
し
て
」

と
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。
参
加
者
は
自
分
の
体

の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、
健
康
な
毎
日
を

送
る
た
め
の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

参加者の体の状態に応じたポイントを指導

上
富
良
野
高
校
の
２
年
生
を
対
象
に
生
物

の
課
外
授
業
「
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
」
が
江
花

会
館
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
約
３０
種
類
の

木
々
を
観
察
し
な
が
ら
散
策
。
昔
は
山
で
飲

み
水
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
水
分
の
多
い
コ

ク
ワ
の
つ
る
を
切
っ
て
の
ど
を
潤
し
て
い
た

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
で
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
佐
藤
ま

ゆ
み
さ
ん
の
「
森
の
中
に
は
み
ん
な
の
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
。
教
え
ら
れ
る
よ
り

も
『
こ
れ
っ
て
何
だ
ろ
う
』
と
感
じ
た
こ
と

を
自
分
で
調
べ
る
こ
と
で
、
生
き
た
知
識
と

し
て
身
に
付
き
ま
す
」
と
の
言
葉
に
は
、
大

き
く
う
な
ず
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

か
「
自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
に
起
き
る
。

身
近
に
い
る
方
が
相
談
を
受
け
た
ら
、
専
門

機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。
悩

み
を
引
き
出
す
に
は
安
心
感
を
与
え
、
相
手

と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
」
と
の

対
応
方
法
が
説
明
さ
れ
、
周
囲
が
悩
み
に
気

付
き
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

事例紹介する久田講師

相談対応を説明する六田講師

ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
か
れ
ま

し
た
。

久
田
精
神
保
健
福
祉
士
か

ら
は
、
生
活
上
や
経
済
上
の

問
題
か
ら
う
つ
病
や
自
殺
へ

と
至
っ
た
こ
れ
ま
で
の
相
談

事
例
と
、
そ
の
対
応
内
容
が

紹
介
。
続
い
て
六
田
保
健
師

か
ら
は
、
自
殺
の
要
因
の
ほ

小さな木の皮模様をルーペを使って観察

山
に
も
春
は
も
う
そ
こ
ま

で
…

か
ん
じ
き
ツ
ア
ー

3/１１

コースの最高地点、二段目で記念撮影♪

町
民
か
ん
じ
き
ツ
ア
ー
が
吹
上
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
白
銀
荘
を
出
発
し
て
、
三
段
山
の

二
段
目
ま
で
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
週
の
暖
気
で
雪
が
固
く
締
ま
り
、
好
天

に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
小
学
５
年
生
か

ら
66
歳
ま
で
の

66

12
人
が
参
加
。
一
段
目
を
過

ぎ
、
二
段
目
で
の
休
憩
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
専

門
員
が
「
こ
の
後
入
浴
す
る
白
銀
荘
の
温
泉

は
、
こ
の
三
段
山
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
」

な
ど
ジ
オ
に
関
す
る
豆
知
識
を
解
説
。
参
加

者
は
動
物
の
痕
跡
を
観
察
し
た
り
、
景
色
や

尻
滑
り
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
春
の
陽
気
の
中

で
の
山
歩
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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今
年
も
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん

白
銀
荘
湯
喜
ま
つ
り

３/２５第
１６
回
目
と
な
る
「
春
は
ま
だ
ま
だ
湯
喜

ま
つ
り
」
が
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀

荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

館
内
で
は
甘
酒
の
無
料
提
供
や
豪
華
景
品

が
当
た
る
抽
選
会
、
屋
外
で
は
ス
ノ
ー
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
体
験
や
雪
中
宝
探
し
な
ど
に
歓
声

が
上
が
り
、
中
で
も
子
ど
も
と
手
を
つ
な
い

で
斜
面
を
登
り
、
一
緒
に
滑
り
降
り
る
親
子

ボ
ブ
ス
レ
ー
は
大
白
熱
。
急
ぐ
あ
ま
り
、
前

松田施設長とのじゃんけん大会

イェ～イ、１位でゴール！

を
行
く
相
手
の
そ
り
の

ひ
も
に
足
が
引
っ
掛
か

り
ジ
タ
バ
タ
す
る
姿
が

観
客
の
笑
い
を
誘
い
、

町
外
か
ら
訪
れ
た
男
性

は
「
子
ど
も
と
雪
遊
び

が
で
き
て
、
景
品
が
も

ら
え
て
、
温
泉
も
入
れ

て
最
高
！
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

か
み
ふ
の
魅
力
っ
て
何
？

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

3/２３ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
か
み
ふ
っ
て

い
い
な
…
而
」
の
第
３
弾
が
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
基
調
講
演
「
か
み
ふ
は
魅
力

い
っ
ぱ
い
で
す
！
」
で
は
北
海
道
科
学
大
学

の
濱
谷
雅
弘
教
授
が
登
壇
。
十
勝
岳
連
峰
や

丘
陵
な
ど
、
ま
ち
の
魅
力
を
ス
ク
リ
ー
ン

い
っ
ぱ
い
に
ぎ
っ
し
り
と
書
き
込
ん
だ
デ
ー

タ
を
映
し
、
町
内
で
活
動
す
る
４
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
２
月
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
踏
ま
え
「
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
魅
力
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
頑
張
っ
て
い

写真左：かみふらの軽トラ市前代表 多田繁夫さん
写真中央：北海道科学大学未来デザイン学部 濱谷雅弘教授
写真右：酒場「ゐーまーる」店主 茶谷朋弘さん

る
『
人
』
と
い
う
素
敵
な
財
産
が
あ
る
」
と

話
し
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
ま
ち
全
体

で
盛
り
上
が
る
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
町
内
に
移
住
し
て
４
年
目
の

茶
谷
朋
弘
さ
ん
が
「
こ
の
ま
ち
に
い
る
ん
だ

か
ら
、
こ
の
ま
ち
で
自
分
が
楽
し
み
た
い
。

自
分
は
人
と
一
緒
に
い
る
の
が
楽
し
い
。
だ

か
ら
お
店
を
開
き
ま
し
た
」
と
飲
食
店
を
始

め
た
き
っ
か
け
を
説
明
。
平
成
25
年
に
「
か

み
ふ
ら
の
軽
ト
ラ
市
」
を
立
ち
上
げ
た
多
田

繁
夫
さ
ん
は
、
20
～
20

60
歳
代
と
い
う
年
齢
構

成
か
ら
当
初
は
運
営
の
難
し
さ
を
感
じ
た
と

吐
露
し
、「
そ
れ
で
も
交
流
を
深
め
て
い
く

う
ち
に
、
お
互
い
の
立
場
を
認
め
る
関
係
性

が
で
き
た
。
違
い
を
認
め
合
っ
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
『
で
き
る
こ
と
』
を
や
る
。
自

分
た
ち
に
合
っ
た
形
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

第2部のトークライブ「かみふをもっと楽しもう!!」

各小学校へ手渡されたラ
ンドセルカバーなど

らべとんのマスコットは
服部教育長へ

新
１
年
生
の
安
全
を
願
い

生
活
安
全
グ
ッ
ズ
を
贈
呈

３/３０「
交
通
事
故
や
犯
罪
に
気
を
付
け
て
」
と
、

２３
日
に
商
工
会
女
性
部
か
ら
「
こ
う
つ
う
あ

ん
ぜ
ん
」
と
書
か
れ
た
リ
ボ
ン
が
付
い
た
ら

べ
と
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
服
部
久
和
教
育
長

へ
、
３０
日
に
は
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
の

島
瀬
良
一
会
長
と
中
澤
正
子
女
性
部
長
か
ら

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
道
路
標
識
の

説
明
や
標
語
な
ど
が
書
か
れ
た
「
こ
う
つ
あ

ん
ぜ
ん
ぬ
り
え
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
が
各
小

学
校
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
4
月
を
迎
え
、
新

１
年
生
の
登
下
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
運
転

中
に
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
見
か
け

た
ら
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
！



３
月
８
日
に
役
場
で
行
わ
れ
、
事

業
計
画
案
の
ほ
か
「
株
式
会
社
イ

メ
ー
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド（
東
京
）」
を
中

心
に
製
作
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
が
進
め
る
映
画
製
作
に
お
い

て
、
町
と
「
進
め
る
会
」
は
原
作
の

舞
台
で
あ
る
上
富
良
野
で
の
ロ
ケ
を

町
全
体
で
支
え
る
た
め
の
予
算
措
置

が
必
要
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

町
と
同
社
は
近
く
、
製
作
に
お
け
る

相
互
協
力
を
明
記
し
た
覚
書
を
取
り

交
わ
す
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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第
１
回
「
泥
流
地
帯
」
映
画
化
を

進
め
る
会
総
会

上
富
良
野
高
校
で
１
・
２
年
生
を

対
象
に
３
月
15
日
、
三
浦
綾
子
記
念

文
学
館
に
よ
る
朗
読
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

「
十
勝
岳
を
仰
ぐ
町

復
興
へ
の
軌

跡
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

開
拓
に
始
ま
り
泥
流
被
害
か
ら
の

復
興
ま
で
を
伝
え
る
内
容
に
、
生
徒

か
ら
は
「
先
人
が
成
し
遂
げ
た
偉
業

に
感
動
と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
。
も
っ

と
町
の
歴
史
を
学
び
た
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
今
後
、
映
画
化
に
向
け

生
徒
が
ロ
ケ
へ
の
参
加
や
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
を
行
う
「
応
援
隊
」
の
結
成
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
と
の

連
携
協
定
に
調
印

３
月
９
日
、
町
と
三
浦
綾
子
記
念

文
学
館（
旭
川
市
）と
の
連
携
協
定
調

印
式
が
同
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
説
「
泥
流
地
帯
」
の
魅
力
を
町

内
外
に
伝
え
、
映
画
化
に
向
け
た
支

援
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
相
互

に
連
携
し
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
今
後
は
町
民
対

象
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
映
画
化
セ
ミ

ナ
ー
、
企
画
展
の
開
催
の
ほ
か
、
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
の
制
作
、
小
説
ゆ
か
り

の
地
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

上
富
良
野
高
校
で

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
上
演

「
泥
流
地
帯
」
映
画
化
を
進
め
る

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

町
民
の
皆
さ
ん
の
映
画
化
へ
の
理

解
と
参
画
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。
音
楽
と
映
像
で
大
正

噴
火
を
振
り
返
る
ほ
か
、
富
良
野
Ｇ

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
の
森
上
千
絵
さ
ん
と
久
保

隆
徳
さ
ん
に
よ
る
小
説
「
泥
流
地

帯
」
の
朗
読
ラ
イ
ブ
な
ど
を
行
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

４
月
２２
日（
日
）

２２

１５
時

場
所

公
民
館

問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
企
画
政
策
班

拶
盈
６
９
９
４

協
定
調
印
後
に
握
手
を
交
わ
す
向
山

富
夫
町
長
と
田
中
綾
館
長

音
響
と
映
像
、
朗
読
に
よ
り
町
の
歴

史
が
伝
え
ら
れ
た
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

「
泥
流
地
帯
」「
続
・
泥
流
地
帯
」

映
画
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目
ですよ

「
泥
流
地
帯
」「
続
・
泥
流
地
帯
」

映
画
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目
ですよ

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
千
日
達
成
！

交
通
安
全
町
民
大
会

開催
したよ

３
月
３
日
に
町
と
し
て
最
長
と
な

る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
千
日
達
成

し
た
こ
と
を
受
け
、
町
生
活
安
全
推

進
協
議
会
に
よ
る
交
通
安
全
町
民
大

会
２
０
１
８
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

島
瀬
良
一
会
長
の
「
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
達
成
で
き
た
。
今
後
も
全

力
で
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
渡

辺
明
彦
上
川
総
合
振
興
局
長
が
3
千

日
達
成
の
感
謝
状
を
贈
呈
。
式
典
の

最
後
に
は
町
建
設
業
協
会
の
北
川
昭

雄
会
長
、
町
P
T
A
連
合
会
の
向
山

直
会
長
、
町
い
し
ず
え
大
学
の
田
辺

弘
光
自
治
会
長
に
よ
り
交
通
安
全
宣

言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
１
日
で
も
長

い
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数
継
続
に

向
け
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
北
海
道
警
察
音

楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
ド

リ
ル
演
奏
の
ほ
か
、
こ
の
日
の
た
め

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
、
上
富
良
野

小
と
上
富
良
野
西
小
の
ス
ク
ー
ル
バ

ン
ド
の
合
同
演
奏
、
東
中
小
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
清
流
獅
子
舞
が
大

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

北海道警察によるドリル演奏

交通安全宣言 感謝状の贈呈
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毎
年
8
月
下
旬
に
吹
上
温
泉
白
銀

荘
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
町
営
で
は

な
い
ら
し
い
？

が
そ
れ
に
準
じ
た

施
設
だ
と
思
い
ま
す
。
冬
の
景
色
が

見
た
く
て
今
回
3
/
6
～
7
の
1
泊

で
宿
泊
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
外
国
人
が
ス
キ
ー
を
や

り
に
た
く
さ
ん
の
方
が
宿
泊
さ
れ
て

い
ま
し
た
け
ど
、
お
風
呂
の
マ
ナ
ー

が
悪
す
ぎ
ま
し
た
。
タ
オ
ル
、
て
ぬ

ぐ
い
を
持
た
ず
そ
の
ま
ま
入
っ
て
き

て
体
を
洗
わ
な
い
で
湯
船
に
入
っ
た

り
、
立
っ
た
ま
ま
シ
ャ
ワ
ー
、
体
を

ふ
か
な
い
で
脱
衣
所
が
び
し
ょ
び

し
ょ
等
…
。
そ
こ
で
よ
く
フ
ェ
リ
ー

だ
と
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
で
お
風
呂
の
入
り
方
等

の
説
明
が
デ
カ
デ
カ
と
貼
り
つ
け
て

あ
り
ま
す
。
是
非
共
設
置
の
方
お
ね

が
い
し
ま
す
。

埼
玉
県
所
沢
市

遠
藤
哲
夫

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘

に
お
け
る
入
浴
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘

は
上
富
良
野
町
の
施
設
で
あ
り
、
施

設
の
運
営
管
理
を
指
定
管
理
制
度
に

よ
り
株
式
会
社
上
富
良
野
振
興
公
社

に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
年
間
を
通
し
て
外
国
人
観

光
客
が
北
海
道
を
訪
れ
て
お
り
、
十

勝
岳
連
峰
で
も
夏
は
登
山
、
冬
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
、

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘
の

利
用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
各
地
で
一
部

外
国
人
の
温
泉
利
用
マ
ナ
ー
の
悪
さ

が
散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
に
お
い
て
は
外
国
語
や
イ
ラ
ス
ト

な
ど
に
よ
る
説
明
を
提
示
し
、
日
本

で
の
入
浴
マ
ナ
ー
へ
の
理
解
を
呼
び

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

【【
ご
意

【
ご
意
見見
】
※
】
※
原
文
の
まま
まま
掲

原
文
の
ま
ま
掲
載載

企企
画
商
工
観
光

企
画
商
工
観
光
課課

商
工
観
光

商
工
観
光
班班

ピックアップ

インフォメーション

ごご
意
見
・
ご
要
望

ご
意
見
・
ご
要
望
をを

お
寄
せ
く
だ
さ

お
寄
せ
く
だ
さ
いい

町
内
９
カ
所
に
町
民
ポ
ス
ト
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
町
の
行
政
施
策

な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た
内
容
と

回
答
は
、
役
場
１
階
町
政
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
は
詳
細
の
確
認
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
記
載
が
な
い
場
合
で
も
担
当
課

に
そ
の
内
容
を
伝
え
、
協
議
の
う
え

回
答
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
ご
意
見
と
回
答
に
つ
い
て
は

原
則
、
広
報
か
み
ふ
ら
の
に
は
掲
載

し
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
や
団
体
を
特
定
す
る

も
の
や
誹
謗（
ひ
ぼ
う
）中
傷
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
広
報
か
み
ふ
ら
の
へ

回
答
掲
載
は
行
わ
な
い
、
町
の
業
務

と
無
関
係
な
も
の
な
ど
に
は
回
答
し

な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
民
ポ
ス
ト
設
置
場
所

役
場
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

か
み
ん
、
公
民
館
、
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
、
町
立
病
院
、
上
富

良
野
郵
便
局
、
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野

駅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
中
茶

屋
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
スススススススススススススススススススス

町
民
ポ
ス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

お
答
え
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
４

月
か
ら
新
た
に
療
養
病
床
以
外
に
入

院
し
た
と
き
の
食
事
療
養
標
準
負
担

額（
食
事
代
）と
、
療
養
病
床
に
入
院

し
た
と
き
の
生
活
療
養
標
準
負
担
額

の
居
住
費
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
が
、
下

段
の
表
１
・
２
の
と
お
り
見
直
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
２
年
に
１
度
の

保
険
料
見
直
し（
表
３
）の
年
で
も
あ

り
、
均
等
割
額
、
所
得
割
の
率
、
年

間
保
険
料
の
上
限
額
が

増
額
に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん

に
は
負
担
が
増
え
る
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
財

源
と
負
担
の
公
平
性
確

保
の
た
め
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
保
険
料
の
通
知
と
保

険
証
は
、
７
月
中
旬

に
対
象
者
へ
送
付
し

ま
す

問
合
せ

町
民
生
活
課

総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

（表1）食事療養標準額（食事代）の見直し

負担額区 分

460円（100円増）現役並み所得・一般

（表2）生活療養標準負担額の見直し

負担額区 分

370円（170円増）医療の必要性の高い方（指定難病患者を除く）

（表3）平成30年度の保険料計算方法

※途中加入は加入月からの月割りで計算します

＋ ＝

均等割
【1人当たりの額】

50,205円
※Ｈ29は49,809円（396円増）

所得割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（平成29年中の所得－33万円）×10.59％
※Ｈ29は10.51％（0.08％増）

1年間の保険料
【限度額62万円】
100円未満切り捨て

※Ｈ29は57万円（5万円増）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

食
事
療
養
・
生
活
療
養
標
準
負
担
額
も

見直
します

牙牙 広広報報かみふらの２０１かみふらの２０１88.4.4
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町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い

た
だ
い
た
町
外
の
方
を
「
ふ
る
さ
と

応
援
モ
ニ
タ
ー
」
に
任
命
し
町
の
特

産
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

町
内
産
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
、

町
内
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
対
象
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
や
「
さ

と
ふ
る
」
を
通
じ
て
、
自
慢
の
商
品

を
全
国
に
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
企
画
政
策
班

拶
盈
６
９
９
４

ふ
る
さ
と
応
援
モ
ニ
タ
ー

ふ
る
さ
と
応
援
モ
ニ
タ
ー
事事

業
者
を
募

業
者
を
募
集集

広報かみふらの２０１8.4 画

5月12日は民生委員・児童委員の日

民生委員・児童委員は、地域の方が安心

して暮らせるよう住民に最も身近な相談役

として各地区で活動しています。暮らし、

家族、育児、教育に関することなど、福祉

の専門職や各関係機関・団体と連携し支援します。子ど

もを専門に担当する「主任児童委員」もいます。

困ったこと、悩みごとがありましたらお近くの民生委

員・児童委員に気軽にご相談ください。

問合せ 保健福祉課福祉対策班 拶盈6987

[広告]

旭川市新星町5丁目1-3 拶0166-85-7799

司広告が掲載された広報紙と500円以上の未確定舟券を

カウンターに提示するとカツカレーをサービス！

司初めての方には女性スタッフが優しく説明します。

※津市開催レースは事前に購入可能かご確認ください

※5月10日（木）までの間、お1人様1回限り

OPEN
10:00～20:30

友好都市「津市」で開催のレースが楽しめる!!

お知らせ
information お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お

し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

in
f
o
r
m
a
t
io
n

町
内
の
65
歳
以
上（
５
月
１
日
現

在
）の
お
宅
を
各
地
区
の
民
生
委
員

が
訪
問
し
、
住
ま
い
や
暮
ら
し
の
状

況
な
ど
を
聞
き
取
り
、
緊
急
時
の
対

応
や
地
域
福
祉
の
資
料
と
し
て
役
立

て
ま
す
。
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
希
望
に

つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
聞
き
し
た
内
容
は
こ
の

調
査
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

調
査
期
間

５
月
１
日（
火
）～
６
月

30
日（
土
）

調
査
内
容

家
族
構
成
、
緊
急
時
の

連
絡
先
、
身
体
状
況
な
ど

問
合
せ

保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

拶
盈
６
９
８
７

高
齢
者
実
態
調

高
齢
者
実
態
調
査査

福福
祉祉

住住
宅宅

町
営
住
宅
入
居
者
募

町
営
住
宅
入
居
者
募
集集

住戸タイプ建築年度住宅使用料間取り住 所

簡易平屋

Ｓ5511,300円～3LDK東8線北18号

Ｓ507,800円～

3DK

扇町1丁目2番1号

Ｓ518,600円～扇町1丁目2番23号

Ｓ518,600円～扇町1丁目2番27号

Ｓ5511,900円～
3LDK

西町3丁目2番4号

Ｓ5612,300円～西町3丁目2番11号

RC2階建
Ｈ2124,400円～3LDK富町2丁目2番8-203号

Ｈ2921,600円～2LDK泉町1丁目3番3-203号

左
表
の
東
中
・
扇
町
・
西
町
・
富

町
・
泉
町
南
団
地
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
入
居
条
件
な
ど
は
左
記
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

４
月
２０
日（
金
）～
５
月

２０

２１
日（
月
）

※
犬
、
猫
な
ど
は
飼
え
ま
せ
ん

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

拶
盈
６
９
８
５

求
人
情
報
コ
ー
ナ

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ーー

役
場
庁
舎
正
面
玄
関
に
求
人
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
従
業

員
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
町
内
の

事
業
所
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
申
込

み
は
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班

拶
盈
６
９
８
３

新
規
開

新
規
開
業業
・・
特
産
品
開
発

特
産
品
開
発
支支

援
事
援
事
業業

中
小
企
業
者
、
農
業
者
な
ど
が
行

う
新
規
開
業
や
新
事
業
展
開
、
特
産

品
開
発
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

【
新
規
開
業
・
新
事
業
展
開
】

①
事
業
費
補
助
金

対
象
経
費
の
50

％
以
内（
上
限
150
万
円
）

②
雇
用
奨
励
金

上
限
50
万
円

③
家
賃
補
助
金

対
象
経
費（
月
額
）

の
50
％（
上
限
５
万
円
×

50

12
カ
月
）

【
特
産
品
開
発
】

④
開
発
補
助
金

対
象
経
費
の
50
％

以
内（
上
限
150
万
円
）

※
た
だ
し
、
①
④
を
併
せ
て
実
施
す

る
場
合
は
上
限
250
万
円

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班

拶
盈
6
9
8
3

商商
業業

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活
支
援

な
ど
を
目
的
に
運
行
を
開
始
し
、
多

く
の
方
が
利
用
し
て
い
る
「
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
」。
今
後
も
次
の
利

用
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
運

行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

陰
予
約
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
専
用
番
号

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い

②
予
約
時
は
氏
名
、
住
所
、
登
録
番

号
、
行
き
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い

③
必
ず
予
約
し
た
時
間
、
予
約
し
た

場
所
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

④
予
約
を
取
り
消
す
と
き
は
事
前
に

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ーー

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

⑤
利
用
の
際
の
手
荷
物
は
ひ
ざ
に
載

る
程
度
の
大
き
さ
で

⑥
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
総
務
課

で
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す

【
変
わ
り
ま
す
】
十
勝
岳
ハ
イ
ヤ
ー

の
予
約
受
付
時
間
が
午
後
7
時
ま

で
と
な
り
ま
す

【
ご
理
解
を
】
運
行
時
に
は
利
用
者

宅
を
回
っ
て
か
ら
の
お
迎
え
と
な

る
た
め
、
到
着
が
15
分
程
度
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
6
4
0
0



児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
「
読

書
ス
タ
ン
プ
帳
事
業
」
を
実
施
中
。

対
象
の
本
を
１
冊
借
り
る
ご
と
に

ス
タ
ン
プ
１
個
を
押
し
、
100
個
で
文

房
具
、
200
個
で
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
読
み
聞
か
せ
会
の
参
加
も

対
象
で
す
。
た
く
さ
ん
本
を
借
り
て

図
書
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

刺
読
み
聞
か
せ
会（
月
１
回
）

大
型
絵
本

の
読
み
聞
か

せ
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な

ど
、
見
て
聞

い
て
楽
し
い

企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
親
子
で
絵
本
の
魅
力
に

ふ
れ
て
み
よ
う
!!

上
富
良
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

４
月
２９
日（
日
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
な
お
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
４
月
２３

日（
月
）か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場（
拶

盈
１
１
８
９
）で
販
売
し
ま
す
。

料
金

富
良
野
圏
域
内
の
方（
一
般
）

１
万
円
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
５
千
円
、
富
良
野
圏
域
外
の

方（
一
般
）１
万
５
千
円

問
合
せ

株
式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｔ

拶
盈
３
２
１
０

刺
読
書
ス
タ
ン
プ
帳
事
業

子
ど
も
の
読
書
推
進
の
た
め
乳
幼

問
合
せ

図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

拶
盈
３
１
５
８

教教
育育

上
富
良
野

上
富
良
野
町町

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ンン

図
書
図
書
館館
「「
ふ
れ
ん

ふ
れ
ん
どど
」」

各
種
事

各
種
事
業業

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ
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お知らせ
information

臥 広報かみふらの２０１8.4

Ｂ＆Ｂ＆ＧＧ「やらかし川「やらかし川柳柳」」募集募集

Ｂ＆Ｇ財団では子育

てをテーマにしたおも

しろおかしい、ちょっ

と愉快な失敗談を川柳

にした作品を募集して

います。毎月抽選で５人にＢ＆Ｇオリ

ジナルＴシャツを、さらに年間最優秀

作品には１０万円相当の豪華景品をプレ

ゼント！ ぜひ応募ください。

応募期限 ４月３０日（月）

応募方法 川柳、作品解説、ペンネー

ム、必要事項（氏名、住所、電話番

号、メールアドレス、Ｔシャツサイ

ズ）を記入のうえ、公式サイトの応募

フォームからかハガキで応募

申込み・問合せ 〒105-8480 東京都

港区虎ノ門3-4-10 虎ノ門35森ビル

9階 Ｂ＆Ｇ財団広報課

拶03-6402-5312

税税自
動
車
税
は
忘
れ
ず
に

自
動
車
税
は
忘
れ
ず
に
！！

自
動
車
税
は
使
用
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
毎
年
４
月
１
日
時
点
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
納

税
通
知
書
発
行
は
５
月
７
日（
月
）、

納
期
限
は
５
月
３１
日（
木
）で
す
。

問
合
せ

・
納
税
に
つ
い
て

上
川
総
合
振
興
局
納
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
１
０
０

・
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
務
課

拶
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
２
５
７

項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ
と
で
平
成

３０
年
度
も
申
請
で
き
ま
す
。

在
学
す
る
学
校
に
変
更
の
あ
る
方

や
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
在
学
の
事
実
確

認
が
必
要
な
た
め
役
場
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
学
生
証
の
写
し
か
在

学
証
明
書
と
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
請
求
手

続
き
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
の
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

５
月
１０
日（
木
）

１０
～
１０

１６
時

１０

１６

３０
分

場
所

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

学
生
納
付
特
例
制
度
は
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
学
生
が
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
で
、
将

来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
は
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学

院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
に
在
学
す
る
２０
歳
以
上
の
学
生

で
す
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承

認
期
間
に
つ
い
て
は
後
か
ら
納
付

（
追
納
）し
な
け
れ
ば
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
ほ
か
、

追
納
で
き
る
の
は
承
認
さ
れ
た
月
か

ら
１０
年
以
内
の
み
で
、
３
年
以
上
前

の
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
当
時

の
額
に
加
算
額
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
追
納
が
お
す
す
め
で
す
。

司
平
成
２９
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制

度
の
承
認
を
受
け
た
方

引
き
続
き
、
前
年
度
と
同
じ
学
校

に
在
学
中
の
方
は
、
４
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
く
「
学
生
納
付

特
例
申
請
書（
は
が
き
）」
に
必
要
事

今月の

年年金金
のお話

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

歳
以
上
の
学
生
さ
ん
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
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例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

学
生
納
付
特
例
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

募募
集集

平
成
30
年
度
第
１
回
目
の
一
般
曹

候
補
生（
男
・
女
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。

応
募
資
格

18
歳
以
上

18

27
歳
未
満

申
込
期
限

５
月
１
日（
火
）

１
次
試
験

５
月
26
日（
土
）

試
験
場
所

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地

申
込
み
・
問
合
せ

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
上
富

良
野
地
域
事
務
所拶

盈
３
４
１
２

自
衛
官
一
般
曹
候
補

自
衛
官
一
般
曹
候
補
生生



問
合
せ

問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

企
画
商
工
観
光
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

拶拶
盈盈
６
９
９
４

６
９
９
４

ジジ
オ
林
崎
・
ジ
オ
田
中

ジ
オ
林
崎
・
ジ
オ
田
中
のの

田田
中中

林林
崎崎

誕
生
へ
の

誕
生
へ
の
道道

十
勝
岳

十
勝
岳
ジジ
オ
パ
ー

オ
パ
ー
クク

就学前のお子さんを募集しています。
町民生活課自治推進班拶盈６９８５

うちの
元元気気印印

で
開
か
れ
ま
し
た
。

旭
川
地
方
気
象
台
の

永
澤
幸
火
山
防
災
官

か
ら
、
最
近
の
観
測

結
果
に
よ
る
と
十
勝

岳
の
火
山
活
動
は
活

発
化
し
て
お
り
、
す

ぐ
に
噴
火
す
る
兆
候

は
見
ら
れ
な
い
一
方

で
、
十
勝
岳
の
火
山

活
動
情
報（
広
報
か

司
火
山
防
災
の
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
十

勝
岳
の
火
山
防
災
に
も
協
力
し
て
お
り
、
先

日
の
十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練
で
は
平
成

26
年
の
御
嶽
山
、
今
年
の
草
津
白
根
山（
本

白
根
山
）の
噴
火
を
例
に
噴
火
の
規
模
と
人

的
被
害
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
、
小

規
模
な
噴
火
で
も
火
口
近
く
に
人
が
い
れ
ば

死
傷
者
が
出
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
火

口
調
査
に
も
同
行
し
、
大
正
泥
流
が
流
下
し

た
跡
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
視
察
。
あ
ら
た

め
て
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

２
月
28
日
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
兼
ね
た
防
災
講
演
会
が
美
瑛
町

災害対策本部で火山噴火を説明

み
ふ
ら
の
毎
月
25
日
号
に
掲
載
）か
ら
は

「
火
山
活
動
は
お
お
む
ね
静
穏
に
経
過
し
て

い
ま
す
」
の
一
文
が
な
く
な
る
と
の
説
明
が

あ
り
私
、
林
崎
に
は
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

北
海
道
大
学
の
中
川
光
弘
教
授
か
ら
は
100

万
年
か
け
て
で
き
た
十
勝
岳
の
成
り
立
ち
の

ほ
か
、
噴
出
し
た
こ
と
に
よ
り
大
正
泥
流
を

引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
、
山
体
内
部
の
熱

水
だ
ま
り
が
で
き
る
仕
組
み
も
わ
か
り
や
す

く
解
説
。
安
政（
ヌ
ッ
カ
ク
シ
）火
口
で
の
噴

火
が
以
前
知
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
多
か
っ
た

こ
と
、
噴
火
に
伴
う
山
崩
れ
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
最
新
の
研
究
成
果
も
発
表

さ
れ
た
ほ
か
、
永
澤
さ
ん
と
同
様
に
、
最
近

の
火
山
活
動
は
活
発
化
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
マ
グ
マ
が
関
与
し
た

噴
火
の
あ
っ
た
昭
和
63
年
か
ら

も
う
す
ぐ
30
年
。
約

30

30
年
ご
と

に
噴
火
し
て
い
る
経
緯
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
推
進
協
議
会
と
し

て
も
人
的
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
べ
く
、
火
山
防
災
の
啓
発

活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

広報かみふらの２０１8.4 芽

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょここここここここここここここここここここここここここここここっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちょこっととととととととととととととととととととととととととととととと自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢自慢

あなたの「ちょこっと自慢」をお寄せください！ 町民生活課自治推進班拶盈６９８５

南町3丁目 小原繭さ南町3丁目 小原繭さんん

「フェルトスイーツ「フェルトスイーツ」」

「
フ
ェ
ル
ト

ス
イ
ー
ツ
の
本

を
見
て
『
か
わ

い
い
な
。
娘
の

お
も
ち
ゃ
に
も

い
い
か
も
而
』

わたし
わたしののねぇねねぇねぇぇ

見て見て見て見て！！

と
思
っ
て
作
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
」

マ
マ
友
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
携
帯
ス

ト
ラ
ッ
プ
は
型
紙
よ
り
も
小
さ
め
に
し

て
ス
イ
ー
ツ
を
い
く
つ
か
つ
な
げ
、
子

ど
も
が
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
付
け

る
な
ど
ひ
と
工
夫
。
か
わ
い
ら
し
く
、

丁
寧
な
作
り
が
大
好
評
だ
そ
う
で
す
。

昨
年
は
利
用
会
員
登
録
し
て
い
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
で
フ
ェ
ル
ト
の

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
を
出
店
。
ス
ポ
ン
ジ
や

ク
リ
ー
ム
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
用
の
フ
ル
ー

ツ
な
ど
を
用
意
し
、
子
ど
も
た
ち
に
思

い
思
い
の
ケ
ー
キ
を
つ
く
っ
て
も
ら
い

1
個
200
円
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
即
完

売
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
秋
か
ら
は

会
員
の
有
志
が
集
ま
り
、
託
児
用
の
ま

ま
ご
と
セ
ッ
ト
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

「
準
備
は
大
変
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
み
ん人気のフェルトケーキ 携帯ストラップ

な
で
楽
し

く
作
っ
て

い
ま
す
」

と
声
を
弾

ま
せ
話
し

て
く
れ
ま

し
た
。

璽政哉さん・美幸さんの子璽

ぶらんこやすべり台、トラン

ポリンで遊んだり、走り回った

り、じっとしていることがない

くらい、とにかく体を動かすの

が大好きです！

今でも十分元気だけど、これ

からも元気いっぱいで健康に

育ってね璽 （美幸さん）

松岡幸叶 ち
ゃ
ん

まつおか さ ち か

(2歳）

璽勝行さん・麻衣さんの子璽

滝上彩世 ち
ゃ
ん

たきがみ さ よ

(2歳8カ月）

家に帰ってくると、大好

きなぬいぐるみで遊んだ

り、保育園で覚えた歌を振

り付きで、それも日替わり

で見せてくれます。

いろんなことに興味を

持って、挑戦して、たくさ

んのことを学んで育ってほ

しいです♪ （麻衣さん）

うちの
元元気気印印



本本日日はは……

一一時時雨雨晴晴れれ時時々々くくももりり

☆町内3つの障がい福祉サービス事業所の出来事を、月替わりでお伝えしています☆

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

問合せ 上富良野消防署指導係 拶盈2119

広域情報

今月のテーマは…

春のイチオシ

蛾 広報かみふらの２０１8.4

春
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
忙
し
い

シ
ー
ズ
ン
に
突
入
で
す
。
東
中
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ッ
ト
コ
コ
」
で

は
夏
の
予
約
が
既
に
３
千
人
を
超

え（
!!
）、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

と
は
し
袋
製
造
も
フ
ル
回
転
。
昨

年
の
秋
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
試
作
を

繰
り
返
し
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
も
新

た
に
採
用
さ
れ
、
上
富
良
野
の
農

産
物
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
就
職
や
移
籍
で

人
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

～障がい、生きにくさの向こうに～

なななないいろろニニカカララだだよよりりそ
の
分
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
の
内
容
が
濃
く

な
り
、
私
た
ち
だ
か
ら
で
き
る
仕
事
の
形
を

作
り
出
せ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

NPO法人 なないろニカラ 拶盈6208

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
た

い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

「
ず
っ
と
安
心
」
を
お
届
け
で

き
る
、
も
っ
と
身
近
で
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
を
め
ざ

し
て
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
私
た
ち
の

活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

みんなが笑顔で暮らせるまちに

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
、
も
の
す
ご
い
速
さ

で
変
わ
っ
て
い
く
現
代
。
病
気
や
交
通
事

故
、
失
業
、
パ
ワ
ハ
ラ
…
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
で
障
が
い
を
抱
え
た
り
、
生
き
に
く
さ
を

感
じ
て
し
ま
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
人
口
の

約
１
割
が
何
か
し
ら
の
生
き
に
く
さ
や
制
約

を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
障
が

い
や
苦
手
な
こ
と
を
持
っ
て
い
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
困
っ
た
こ
と
は
必
ず
解
決
で

き
る
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
が
普

通
に
な
る
。
そ
ん
な
上
富
良
野
に
変
わ
っ
て

い
け
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
、
職

員
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
名
前
が
「
ゆ
う
ひ
」
に
変
わ
り
ま
す
。

夕
日
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
、
ゆ
っ
た
り
と
子

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
すす

全
国
統
一
標
語

「
火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に

習
慣
に

「
火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に

習
慣
に
」」

実
施
期
間

４
月
20
日（
金
）～

20

30
日（
月
）

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
も
多

い
た
め
、
火
災
が
発
生
す
る
と
拡
大
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
消
防
署
で
は
毎
年
こ
の
時
期

「
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
て
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し

て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

②
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
防
炎
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
消
火
器

な
ど
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
消

防
車
な
ど
を
使
用
し
て
放
水
訓

練
や
救
出
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

昨年の火災防御訓練

南富良野町 金山ダムサイト

公園

約２６０本の桜の木がある金

山ダムサイト公園は5月上旬

には満開を迎え、圧巻の桜並

木へと姿を変えます。

運が良ければ大迫力のダム

の放水風景を見ることができ

るほか、エゾシカやキツネが

顔を出すことも…。

また、幾寅方面へトンネル

を抜けたところにある金山ダ

ム展望台はダムと湖、緑豊か

な木々が一望できるおススメ

スポットです！

問合せ 企画課商工観光係

拶液2115

占冠村 道の駅「自然体感し

むかっぷ」

館内にはショッピングモー

ルがあり、お土産品店のほか

レストランや食堂が軒を連ね

地元の季節の野菜も販売、占

冠ならではの味を堪能できま

す。ドライブの際にはぜひ、

お立ち寄りください！

問合せ NPO法人 占冠・村づ

くり観光協会 拶曳8010

富良野市 富良野スキー場

「富良野ＺＯＮＥ」

5月6日まで春の息吹を感じ

ながら快適にスキーが楽しめ

る富良野スキー場「富良野Ｚ

ＯＮＥ」。小学生以下はリフ

ト券が無料となりますので、

家族そろって「春スキー」を

お楽しみください。

問合せ 富良野スキー場（新

富良野プリスホテル内）

拶鰻1111

中富良野町 フラワーパーク

と森林公園

四季折々の花に彩られ、自

然を身近に感じる憩いの場所

として親しまれています。心

地よい陽気に包まれ、いよい

よ花の季節が始まります。町

木こぶしと桜が咲く園内を散

策しながら春を感じてみませ

んか。

問合せ 産業建設課

拶瑛2123
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見上げれば…見見上上げげれればば……

問合せ
教育振興課社会教育班 拶盈5511夜夜夜空空空ををを夜夜空空をを

NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に望遠鏡を使って月や金

星などを観察するほか、解説を聞きな

がら春の星座などを眺めます。

中止の場合は１６時以降に連絡します。

日時 5月22日（火） 18:30～20:00

場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員 25人（中学生以下は保護者同伴）

参加料 無料

申込期限 5月21日（月）

申込み・問合せ

教育振興課社会教育班 拶盈5511

55月月月ののの天天天体体体観観観望望望会会会55月月のの天天体体観観望望会会

●人のうごき ●
( )は前月比

平成30年3月31日現在

(－100)10,851人人口
(－ 70)５,522人男
(－ 30)５,329人女
(－ 45)5,328世帯世帯

2/26 それぞれの鍛えたい部分に合わせた効果的な
トレーニング法を指導 ～トレーニング講習会～

町へ
◎江島弘さん １０万円

◎岡崎満義さん ５万円

◎前濱英子さん ３万円

町立病院へ
◎江島弘さん １０万円

ラベンダーハイツへ
◎小島隆士さん（神奈川県横浜市）

精白米６０kg

社会福祉協議会へ
◎サッポロビールホップ会 ２万円

◎岡崎満義さん ５万円

◎竹下憲章さん ５万円

たくさんのご寄付
ありがとうございました

☆４月の上富良野の星空は…
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上は4月18日(水)20時の上富良野の星空です。いつもは真南が図の中心

ですが、今月はやや西側にずらして表示しています。西北西の低い空には

金星が輝いています。この時刻では高度が5度に満たないので見ることは

難しいかもしれません。この日は太陽から約20度東側にあるので、日没

直後に太陽の上方20度付近を目安に探すとよいでしょう。

金星はその後、夏にかけて黄道上の星座を移動し、見かけ上では太陽か

ら離れていきます。黄道は天空上の太陽の通り道のことで、星占いで知ら

れる「黄道12星座」は黄道上にある星座をさします。それぞれの期間は

便宜上分けたため、ほぼ1カ月ずつの期間となっていますが、実際の太陽

の位置とは異なっています。例えば11月29日から12月18日まで太陽はへ

びつかい座に位置していますが、この期間の星占いの星座はいて座です。

4月のこの時期、オススメなのが西空に輝く金星と細い月。近くにプレ

アデス星団（すばる）やヒアデス星団があり、美しい写真が期待できます。

月が明るく（太く）なる前に撮影するのがベストです。また、金星とプレア

デス星団が一番接近するのが25日なので、晴天が続けば位置の変化を見

るのも面白いですし、西に沈むオリオン座もピンク色のオリオン大星雲と

ともによい被写体に

なると思います。

真南の空では「？」を裏返しにしたような形をした（頭の部

分）しし座が明るく目立っています。西洋の草刈り鎌に似てい

ることから「獅子の大鎌」とも呼ばれ、ひときわ明るい1等星

レグルスは私たちの太陽からの距離が77光年、直径は太陽の約

5倍で、高温の比較的若い星であることがわかっています。

4月23日未明に極大を迎える「こと座流星群」は月明かりも

なく好条件で見られます。1時間あたり10個程度の出現数です

が、過去には突発的に100個を超えたこともあるので要注意。

4月はお楽しみがいっぱいの夜空になりそうです！

黄道１２星座

ししししし
かかにに ふたふたごご

おうおうしし

おひつおひつじじ

ううおお
みずがみずがめめ

ややぎぎいいてて

さそさそりり

てんびてんびんん

おとおとめめ

天の北天の北極極

天の南天の南極極

天の赤天の赤道道

黄黄道道


